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ワ
ー
グ
ナ
ー
資
料
の
収
集
家

メ
ア
リ
ー
・
バ
レ
ル
と
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

小　

林　

幸　

子

　

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ーR

ich
ard

 W
agn

er

（1813–1883

）
に

関
連
す
る
一
次
資
料
は
、
世
界
中
に
点
在
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
ド
イ

ツ
・
バ
イ
ロ
イ
ト
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
財
団
文
書
館D

as 

N
atio

n
alarch

iv d
er R

ich
ard

–W
agn

er–Stiftu
n
g B

ayreu
th

に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
の
資
料
を
管
理
す
る
分
類
記
号
の
ひ
と
つ
に
は
、

「B
u
rrell Lo

t

」
と
い
う
記
号
が
あ
り
、
こ
れ
は
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生

ま
れ
の
女
性
の
名
前
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
稿
は
、
後
世
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
研
究
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
に
な
っ
た
こ
の
女
性
と
、
彼
女
が
生
涯
を
か
け
て
行
っ
た
ワ
ー
グ
ナ

ー
関
連
資
料
の
収
集
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
彼
女
が
執
筆
し
た
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
伝
記
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
．
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成

一
八
五
〇
年
に
ダ
ブ
リ
ン
の
由
緒
あ
る
家
庭
に
生
ま
れ
た
メ
ア
リ
ー
・

バ
レ
ルM

ary B
u
rrell

（1850–1898

）
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
関
連
す
る

大
規
模
な
資
料
収
集
を
行
っ
た
在
野
の
人
物
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
高

い
関
心
を
抱
い
て
い
た
バ
レ
ル
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
亡
き
後
の
バ
イ
ロ
イ
ト

を
受
け
継
い
だ
未
亡
人
コ
ジ
マC

o
sim

a

（1837–1930

）
を
中
心
と
し

た
「
バ
イ
ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
」
に
よ
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
偶
像
化
に
不
満

を
抱
き
、
よ
り
実
像
に
近
い
伝
記
を
執
筆
す
る
こ
と
を
収
集
の
目
的
と
し

て
い
た
。

　

バ
レ
ル
の
父
親
で
あ
る
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ク
スSir Jo

h
n
 

B
an

k
s

は
ダ
ブ
リ
ン
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
医
学
部
欽
定
講
座

担
当
の
教
授
で
医
者
、
そ
し
て
夫
の
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
・
バ
レ
ル
男
爵H

o
n
. 
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W
illo

u
gh

b
y B

u
rrell

は
バ
レ
ル
の
死
後
、
あ
る
土
地
の
領
主
と
な
っ

た
人
物
で
あ
る
⑴
。
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
が
、
バ
レ
ル
の
収
集
活

動
を
可
能
に
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
家
に
特
別
な
縁
も
な
く
、
む
し
ろ
コ
ジ
マ
を
初
め
と
す
る

バ
イ
ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
に
嫌
悪
感
さ
え
抱
い
て
い
た
バ
レ
ル
は
、
い
か

に
し
て
数
多
く
の
貴
重
な
一
次
資
料
を
収
集
し
た
の
か
。
基
本
と
な
る
の

は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
周
辺
人
物
へ
の
綿
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
バ
レ

ル
は
、
ド
イ
ツ
語
も
堪
能
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
八
九
〇
年
に
、
バ
レ
ル
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
先
妻
ミ
ン
ナM

in
n
a

（1809–1866

）
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
出
会
う
前
に
出
産
し
た
娘
で
あ
る
ナ

タ
ー
リ
エ
・
ビ
ル
ツN

atalie B
iltz

（1826–1892
）⑵
と
接
触
し
て
い
る
。

ミ
ン
ナ
が
一
八
六
六
年
一
月
二
十
五
日
に
亡
く
な
っ
た
後
に
、
ワ
ー
グ
ナ

ー
は
ナ
タ
ー
リ
エ
に
対
し
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
ミ
ン
ナ
に
送
っ
た
書
簡
の

返
却
を
二
度
に
わ
た
っ
て
求
め
た
。

ミ
ン
ナ
が
死
ん
だ
と
い
う
悲
し
い
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
時
、
私
は

遠
く
離
れ
て
い
た
。
い
ま
だ
に
何
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
…
…

ミ
ン
ナ
が
僕
の
手
紙
を
破
棄
し
て
い
な
け
れ
ば
よ
い
が
、
も
し
保

管
し
て
い
る
の
な
ら
、
僕
の
手
元
に
戻
し
た
い
。（
一
八
六
六
年
四

月
二
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
よ
り
ナ
タ
ー
リ
エ
宛
て
書

簡
）⑶

と
こ
ろ
で
、
私
の
ミ
ン
ナ
へ
の
手
紙
を
本
当
に
返
却
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
れ
ら
の
手
紙
に
は
何
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
…
…
し

か
し
、
ミ
ン
ナ
が
保
管
し
て
い
た
の
な
ら
、
そ
れ
ら
は
必
ず
送
り
主

に
返
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
ミ
ン
ナ
が
手
紙
を
譲
渡
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
そ
の
不
法
行
為
に
対
し
て
法
的
手
段
に
出
る

だ
ろ
う
。（
一
八
六
八
年
十
一
月
二
十
七
日
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ワ
ー

グ
ナ
ー
よ
り
ナ
タ
ー
リ
エ
宛
て
書
簡
）⑷

　

こ
の
後
、
ナ
タ
ー
リ
エ
は
保
管
し
て
い
た
書
簡
の
う
ち
の
三
分
の
二
ほ

ど
を
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
渡
し
た
が
、
一
八
四
二
年
以
前
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
か
ら

ミ
ン
ナ
へ
送
ら
れ
た
も
の
と
、
そ
の
後
に
書
か
れ
た
書
簡
の
中
で
も
重
要

と
思
わ
れ
る
も
の
は
手
元
に
残
し
て
い
た
⑸
。
バ
レ
ル
は
、
こ
う
し
て
ナ

タ
ー
リ
エ
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
渡
さ
ず
に
保
管
し
て
い
た
ミ
ン
ナ
宛
て
の

一
二
八
通
の
書
簡
や
、
ミ
ン
ナ
に
よ
っ
て
開
封
さ
れ
た
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
亡

命
時
の
パ
ト
ロ
ン
の
妻
マ
テ
ィ
ル
デ
・
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
クM

ath
ild

e 

W
esen

d
o
n
ck

 

（1828–1902

） 

宛
て
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
書
簡
⑹
、
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
自
筆
原
稿
と
い
っ
た
大
量
の
資
料
を
、
一
八
九
〇
年
に
購
入
し

た
。
ナ
タ
ー
リ
エ
と
バ
レ
ル
は
、
コ
ジ
マ
へ
の
不
信
感
と
い
う
点
で
利
害

が
一
致
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
資
料
の
譲
渡
に
功
を

奏
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
ナ
タ
ー
リ
エ
か
ら
入
手
し
た
資
料

が
、
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
⑺
。

　

バ
レ
ル
の
資
料
収
集
の
熱
心
さ
は
、
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

コ
ジ
マ
の
口
述
筆
記
に
よ
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
自
伝
『
わ
が
生
涯M

ein
 

Leb
en

』
の
初
版
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
八
〇
年
ま
で
の
間
に
全
四
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巻
に
分
け
て
印
刷
さ
れ
た
。
各
巻
は
私
家
版
と
し
て
一
五
〜
一
八
部
発

行
さ
れ
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
と
っ
て
当
時
、
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た

バ
イ
エ
ル
ン
国
王
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世Lu

d
w

ig II

（1845–1886

）

や
コ
ジ
マ
の
父
で
あ
る
作
曲
家
の
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
トFran

z Liszt

（1811–1886
）
な
ど
、
ご
く
親
し
い
人
た
ち
に
の
み
贈
ら
れ
た
。
第

一
巻
か
ら
三
巻
ま
で
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェFried

rich
 

W
ilh

elm
 N

ietzsch
e

（1844–1900

）
が
校
正
に
あ
た
っ
た
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
私
家
版
は
コ
ジ
マ
の
悪
筆
に
よ
り
誤
植
が
多
数
、
生

じ
て
お
り
、
文
脈
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
も
多
い
と
い
う
。

一
八
八
三
年
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
死
後
、
コ
ジ
マ
は
配
布
し
た
こ
の
版
を
回

収
し
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
を
処
分
し
た
。

　

さ
ら
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
印
刷
業
者
に
対
し
て
原
稿
が
外
部
に
漏
れ
ぬ

よ
う
、
試
し
刷
り
な
ど
も
残
ら
ず
破
棄
す
る
よ
う
に
厳
重
に
指
示
し
て
い

た
。

修
正
し
た
校
正
刷
り
を
同
封
し
ま
す
。
…
…
我
々
の
結
ん
だ
契
約
で

は
、
校
正
刷
り
も
、
印
刷
も
、
世
間
に
漏
れ
な
い
よ
う
あ
な
た
が

厳
密
に
注
意
す
る
こ
と
が
す
べ
て
で
す
。（
一
八
七
〇
年
七
月
七
日
、

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
よ
り
バ
ー
ゼ
ル
の
印
刷
業
者G

. A
. 

ボ

ン
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ニ
宛
て
書
簡
）⑻

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
バ
レ
ル
は
こ
の
伝
記
の
校
正
刷
り
を
入
手
し
て

い
る
。
こ
の
印
刷
業
者
は
、
校
正
刷
り
の
一
部
を
手
元
に
残
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
バ
レ
ル
は
、
こ
れ
を
一
八
九
二
年
に
印
刷
業
者
の
未
亡
人
か
ら

譲
り
受
け
た
。

　

バ
レ
ル
は
、
こ
の
他
に
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
姉
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ

エO
ttilie

（1811–1883

）
や
妹
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
リ
エC

äcilie

（1815–1893

）、
そ
れ
に
姉
ロ
ザ
ー
リ
エR

o
salie 

（1803–1837

） 

の

娘
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
親
し
か
っ
た
人
物
の
家
族
な
ど
と
も
接
触
し
、
資

料
や
情
報
の
収
集
に
努
め
た
。
こ
う
し
て
バ
レ
ル
に
よ
っ
て
集
め
ら

れ
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
関
連
資
料
は
、「
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ンB

u
rrell 

C
o
llectio

n

（B
u
rrell Su

m
m

lu
n
g

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

バ
レ
ル
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
研
究
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

二
．
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
行
方

　

一
八
九
八
年
、
バ
レ
ル
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
伝
記
完
成
の
志
半
ば
に
し
て

他
界
し
た
。
そ
の
後
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
長
ら
く
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
バ
レ

ル
の
娘
ヘ
ニ
カ
ー=

ヒ
ー
ト
ンLad

y H
en

n
ik

er–H
eato

n

の
家
に
人

知
れ
ず
眠
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
九
年
に
よ
う
や
く
発
見
さ
れ
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
ピ
ー
タ
ー
・
Ｅ
・
ラ
イ
トP

eter E
. W

rite

が
カ
タ
ロ
グ

『C
a

ta
logu

e of th
e B

u
rrell collection

 of W
a

gn
er: D

ocu
m

en
ts, 

letters, a
n

d
 oth

er b
iogra

ph
ica

l m
a

teria
l

』（Lo
n
d
o
n
; 1929

）

を
編
纂
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
売
り
に
出
さ
れ
た
。

　

初
め
は
、
当
時
の
評
価
額
と
し
て$1,250,000

の
値
が
付
け
ら
れ
た

が
、
結
局
は$250,000

に
下
が
っ
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
書
店
が
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こ
れ
に
目
を
付
け
、
そ
の
手
引
き
に
よ
っ
て
カ
ー
テ
ィ
ス
音
楽
院
（
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
の
設
立
者
メ
ア
リ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
・
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ

クM
ary Lo

u
ise C

u
rtis B

o
k

（1876–1970

）
が
一
九
三
〇
年
に
同

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
四
年
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
カ
ー
テ
ィ
ス
音
楽
院
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分
を
占
め
る
書
簡
を
ジ
ョ
ン
・
Ｎ
・

バ
ー
クJo

h
n
 N

. B
u
rk

が
編
纂
し
、
一
九
五
〇
年
に
書
簡
集
『Letters 

of R
ich

a
rd

 W
a

gn
er: T

h
e B

u
rrell C

ollection

』（N
ew

 Y
o
rk

; 

1950 / 1972

）
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
大
著

で
あ
る
。
本
体
と
な
る
部
分
で
は
年
代
を
追
っ
て
二
十
四
章
に
章
立
て
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
書
か
れ
た
書
簡
の
引
用
に
基
づ
き
、
そ

の
背
景
が
伝
記
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
書
簡
リ
ス
ト
に
も
丁
寧

な
説
明
が
施
さ
れ
、
単
な
る
書
簡
集
と
い
う
よ
り
は
伝
記
の
よ
う
な
体
裁

を
と
っ
て
い
る
。

　

一
九
七
八
年
十
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ズ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
主
要
な
も

の
に
、
ボ
ク
が
独
自
に
収
集
し
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
友
人
で
あ
る
医
者
ア

ン
ト
ン
・
プ
ジ
ネ
リA

n
to

n
 P

u
sin

elli 

（1815–1878

） 

、
ウ
ィ
ー
ン

歌
劇
場
の
指
揮
者
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
エ
ッ
サ
ーH

ein
rich

 E
sser

、
出
版

者E
. W

. 

フ
リ
ッ
チ
ュE

. W
. Fritsch

へ
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
よ
る
書
簡
、

そ
れ
に
未
完
の
オ
ペ
ラ
《
婚
礼
》
の
自
筆
譜
を
加
え
た
全
一
三
九
項
目
が

出
品
さ
れ
た
（
一
九
七
八
年
十
月
二
十
七
日
）。
そ
の
カ
タ
ロ
グ
『T

h
e 

R
ich

a
rd

 W
a

gn
er C

ollection
 form

ed
 by T

h
e H

on
ou

ra
ble M

rs. 

M
a

ry B
u

rrell

』（N
ew

 Y
o
rk

; 1978

）
に
は
、
バ
レ
ル
が
執
筆
し
た
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
未
完
の
伝
記
を
筆
頭
に
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
や
そ
の
周
辺
人
物
同

士
に
よ
る
手
紙
、
初
期
ピ
ア
ノ
作
品
や
オ
ペ
ラ
の
自
筆
楽
譜
、
台
本
、
そ

し
て
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
使
用
し
た
指
揮
棒
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
表
１
）。
こ
れ
ら
を
購
入
し
た
バ
イ
ロ
イ
ト
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

ワ
ー
グ
ナ
ー
財
団
文
書
館
で
は
、
同
カ
タ
ロ
グ
で
の
資
料
ナ
ン
バ
ー
を
そ

の
ま
ま
「B

u
rrell Lo

t

」
と
い
う
分
類
記
号
に
付
し
て
、
取
得
し
た
資
料

を
管
理
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
十
一
月
に
は
、
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
個
人
所
有
者
よ
り
同
財
団
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
発
表
に

な
っ
た
⑼
。
そ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
全
四
二
点
、
特

に
一
八
九
〇
年
代
に
バ
レ
ル
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
が
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
そ
の
多
く
は
ナ
タ
ー
リ
エ
が
書
い
た
も
の
で
、
こ
の
他
に
は
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
姪
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ヤ
ッ
ハ
マ
ン
＝
ワ
ー
グ
ナ
ーJo

h
an

n
a 

Jach
m

an
n
–W

agn
er

（1826–1894

）⑽
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
姉
ク
ラ
ラ

K
lara

（1807–1875

）
や
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
エ
に
よ
る
書
簡
が
各
一
通
、

ナ
タ
ー
リ
エ
の
出
生
証
明
書
や
写
真
、
一
八
三
九
年
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
共

に
リ
ガ
か
ら
脱
出
し
た
際
の
ナ
タ
ー
リ
エ
に
よ
る
記
録
、
一
八
四
一
年
の

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
パ
リ
で
の
住
居
の
ス
ケ
ッ
チ
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
そ
の
妹
ツ

ェ
ツ
ィ
ー
リ
エ
と
の
関
係
を
示
す
記
録
⑾
、
そ
れ
に
バ
レ
ル
の
手
帳
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
明
治
学
院
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

が
十
代
の
頃
に
作
曲
し
た
《
ピ
ア
ノ
独
奏
の
た
め
の
ポ
ロ
ネ
ー
ズ 

ニ
長



142

（表１）クリスティーズ・オークション・カタログ
『The Richard Wagner Collection formed by The Honourable Mrs. Mary Burrell』
（1978）に掲載されている出品物

Lot No. 作者 内容

1, 2 メアリー・バレル ワーグナーの伝記『Richard Wagner : His Life & Works 
from 1813 to 1834』

3 メアリー・バレル 『Preface to the Love Letters』というタイトルのワーグ
ナーの伝記の草稿ほか

4 ナターリエ・プラーナー バレル宛書簡（1890-99年、ライスニヒ、全21通、内1通
はバレルの娘宛）

5
SCHMOLE, Maria
（演出家フェルディナント・ハイネの娘）

ワーグナーの回想録（5冊）、バレル宛書簡（6通）；1895-
96年

6 ルートヴィヒ・ガイアー ヨハンナ・ロジーナ宛書簡（1814年1月14日、ドレスデン）ほか

7 KRAUSE, Carl 『Der Aufruhr in Dresden am 3 [bis] 9 Mai 1849, nach 
amtlichen Quellen, Zweite Auflage, Dresden 1849』ほか

8 PECHT, Friedrich（ワーグナーの友人）『Aus Richard Wagners Pariser Zeit』の自筆原稿（1883）ほか
9 ゲヴァントハウスでの公演プログラム（1832-34）ほか

書簡
10～ 73リヒャルト・ワーグナー 書簡（Lot.73はワーグナーの手によるものか疑わしい詩）
74～ 76ミンナ・ワーグナー 書簡（Lot.76は様々な人からのミンナ宛書簡）

77
FROMMANN,  Alwine
（ワーグナーとミンナの友人） ミンナ宛書簡（11通）

78 ナターリエ・プラーナー ミンナ宛書簡（3通）
79 ツェツィーリエ・アヴェナリウス ワーグナー宛書簡（1852年1月7日、ベルリン）
80 コジマ・フォン・ビューロー ミンナ宛書簡（2通）ほか

81, 82 ハンス・フォン・ビューロー ワーグナー宛書簡（1855年12月24日、ベルリン；1860年
11月11日、ベルリン）

83 ハンス・フォン・ビューロー フランスの音楽誌編集者宛ほか書簡
84 ジェシー・ローソ ミンナ宛書簡（1850年4月7日付、ボルドー）ほか
85 フランツ・リスト 自身の秘書宛書簡（1840年代初頭の8月18日、コプレンツ）
86 フランツ・リスト ミンナ宛書簡（1849年7月27日、ヴァイマール）

87
SCHINDELMEISSER, Ludwig
（ダルムシュタットの劇場の音楽監督）

パリのワーグナー宛書簡（1860年10月18日、ダルムシュ
タット）ほか

88 ガスパーレ・スポンティーニ ワーグナー宛書簡（1844年11月2日、ベルリン）

89 オットー・ヴェーゼンドンク ロンドンのワーグナー宛て書簡（1855年5月19日、チュー
リヒ）ほか

自筆原稿
90-112リヒャルト・ワーグナー 自筆譜、自筆原稿
印刷作品

113 ガエターノ・ドニゼッティ 《ラ・ファヴォリタ》ワーグナーによるピアノ編曲版出版譜ほか
114-126リヒャルト・ワーグナー 印刷譜ほか
その他

127 ヴェネツィアのゴンドラのミニチュア（ワーグナーがミン
ナの1858年の誕生日に贈ったもの）

128 ワーグナーとミンナの結婚式の案内チラシ
129 ミンナとナターリエの写真（1859）ほか
130 ワーグナーの指揮棒ほか
131 ワーグナーのシルエットによる肖像画（1835）
132 STOCKER-ESCHER, Crementine ワーグナーの肖像画（1853年4月頃）ほか
133 ワーグナーの写真（1861年、パリ）
134 エルンスト・ベネディクト・キーツ ワーグナーのカリカチュア
135 エルンスト・ベネディクト・キーツ ワーグナーの銅販写真（1850）
136 エルンスト・ベネディクト・キーツ ワーグナーとミンナのカリカチュア（1841年、パリ）ほか
137 グスタフ・キーツ テオドール・ウーリヒの石膏メダル（1853年）
138 ミンナの肖像画
139 バレル18歳時の肖像画（1868年頃）
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調P
o
lo

n
aise in

 D
–D

u
r zu

 zw
ei H

än
d
en

》W
W

V
23A

の
自
筆

譜
も
、
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
⑿
。
同
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
経
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
個
人
所
有
と
な
り
⒀
、
そ
の

後
、
一
九
九
四
年
に
サ
ザ
ビ
ー
ズ
に
出
品
さ
れ
、
こ
れ
を
日
本
の
古
書
店

が
購
入
、
二
〇
〇
五
年
に
明
治
学
院
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
こ

の
自
筆
譜
に
は
、「H

ierd
u
rch

 b
esch

ein
ig

' ich
, d

ass d
ieses 

/ M
an

u
sk

rip
t vo

n
 R

ich
ard

 W
ag

n
er co

m
p

o
n

iert / u
n

d
 

g
esch

rieb
en

 w
o
rd

en
 / ist, u

n
d
 sich

 im
 B

esitz sein
er 

/ S
c
h

w
e
s
te

r, F
ra

u
 L

o
u

is
e 

B
ro

ck
h

a
u

s / g
e
b

. W
a
g

n
e
r, 

g
e
fu

n
d

e
n

 h
a
t. / C

la
ra

 v
o

n
 

K
essin

g
er / g

eb
. B

ro
ck

h
au

s 

こ
の
書
面
に
お
い
て
、
私
は
以
下
の
こ

と
を
証
す
る
。
こ
の
手
稿
譜
は
、
リ
ヒ

ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
よ
っ
て
作
曲

さ
れ
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
彼
の
姉
ル
イ
ー
ゼ
・
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
（
旧
姓
ワ
ー
グ
ナ
ー
）
の
所
有
財
産

の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ッ
シ
ン
ガ
ー
（
旧

姓
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
）」
と
書
か
れ
た
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
上
か
ら
二
番
目
の
姉
ル

イ
ー
ゼLu

ise

（1805–1872

）
の
三

番
目
の
娘
（
す
な
わ
ち
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

姪
）、
ク
ラ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ッ
シ
ン

ガ
ーC

lara vo
n
 K

essin
ger

に
よ
る

証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る（
資
料
１
）。

（資料 1）	クララ・フォン・ケッシンガーによる、ワーグナー作曲《ピ
アノ独奏のためのポロネーズ ニ長調 Polonaise in D–Dur zu 
zwei Händen》WWV23A 自筆譜の証明書（明治学院大学図書
館所蔵）
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三
．
未
完
の
伝
記

　

前
述
の
と
お
り
、
バ
レ
ル
は
執
筆
を
続
け
て
い
た
伝
記
の
完
成
を
見
る

こ
と
な
く
、
一
八
九
八
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
執
筆
中
の
伝
記
は
、
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
二
十
一
歳
の
時
点
ま
で
記
さ
れ
て
お
り
、
同
年
、
夫
と
娘

に
よ
っ
て
『R

ich
a

rd
 W

a
gn

er : H
is Life &

 W
orks from

 1
8
1
3
 to 

1
8
3
4
, C

om
piled

 from
 origin

a
l Letters, M

a
n

u
scripts &

 oth
er 

D
ocu

m
en

ts by M
rs B

u
rrell n

ée B
a

n
ks a

n
d

 Illu
stra

ted
 w

ith
 

P
ortra

its &
 Fa

csim
ilies

』（Lo
n
d
o
n
 1898 / T

h
alw

il 2001

）
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
百
部
、
出
版
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
、
チ
ュ
ー
リ

ヒ
中
央
図
書
館
に
よ
り
復
刻
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
⒁
。

　

伝
記
全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
特
に
章
立
て
な
ど
の
区
分
け
は
な

い
。
ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
た
記
述
で
は
あ
る
が
、
内
容
ご
と
の
見
出
し
も

一
切
な
く
延
々
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
一
八
一
三
年
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
占
領
下
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
生
ま
れ
た
た
め
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
伝
記
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
記
述
か
ら
始
ま
る
の
が
定
型
で

あ
る
が
、
こ
の
バ
レ
ル
に
よ
る
伝
記
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
全
体

を
通
し
て
見
る
と
、
著
者
の
主
張
が
色
濃
く
表
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
バ
レ
ル
自
身
の
個
人
的
な
体
験
や
意
思
、
追
跡
調

査
の
過
程
が
随
所
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
初
め
て
バ
イ
ロ
イ
ト
を
訪
れ
た
際
、
六
七
三
と
番
号
が
付
け
ら

れ
た
家
に
宿
泊
し
た
…
…
こ
れ
は
、
バ
イ
ロ
イ
ト
で
六
七
三
番
目
に

建
て
ら
れ
た
家
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
八
八
九
年
に
私
が
バ
イ

ロ
イ
ト
を
訪
れ
た
際
に
は
、
こ
う
し
た
村
で
の
昔
な
が
ら
の
番
号
付

け
が
、
通
り
へ
の
番
号
付
け
へ
と
変
化
し
て
い
た
。
旅
行
者
の
た
め

の
宿
泊
施
設
が
乱
立
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
の
愛
す
る
バ

イ
ロ
イ
ト
を
だ
め
に
す
る
破
滅
的
な
繁
栄
の
一
部
だ
と
感
じ
た
の

だ
っ
た
。⒂

　

伝
記
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
父
方
の
四
世
代
前
に
ま
で
遡
っ
て
い
る
。
ド

イ
ツ
北
部
の
町
キ
ュ
ー
レ
ン
で
二
十
二
年
も
の
間
、
校
長
を
務
め
て
い

た
と
い
う
高
祖
父
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ワ
ー
グ
ナ
ーE

m
an

u
el W

agn
er

（1664–1726

）
か
ら
始
ま
り
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
程
近
い
ミ
ュ
ー
グ

レ
ン
ツ
で
同
じ
く
校
長
を
務
め
て
い
た
と
い
う
曽
祖
父
ザ
ム
エ
ル
・
ワ

ー
グ
ナ
ーSam

u
el W

agn
er

（1703–1750

）、
祖
父
ゴ
ッ
ト
ロ
ー

プ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ワ
ー
グ
ナ
ーG

o
ttlo

b
 Fried

rich
 W

agn
er

（1736–1795

）、
そ
し
て
父
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ワ
ー
グ
ナ
ーC

arl Fried
rich

 W
ilh

elm
 W

agn
er

（1770–1813

）、

母
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ロ
ジ
ー
ネJo

h
an

n
a R

o
sin

e

（1774–1848

）、
二
人

目
の
父
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ガ
イ
ア
ーLu

d
w

ig G
eyer 

（1779–1821

） 

と
続
く
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
情
報
は
、
各
々
の
洗
礼
、
婚
姻
、
死
亡
な
ど

の
各
証
明
書
を
転
載
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
姉
た
ち
に
関
す
る
細
か
な
記
載
、
そ
し

て
ガ
イ
ア
ー
が
一
八
一
六
年
の
妻
の
誕
生
日
の
た
め
に
書
い
た
と
い

う
一
家
の
子
供
た
ち
（
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
二
人
の
兄
、
四
人
の
姉
、
そ
れ
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に
妹
）
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
四
場
構
成
の
劇
『
驚
きD

ie 

U
eb

errrasch
u
n
g 

』の
台
本
や
、
ガ
イ
ア
ー
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
長
兄
ア

ル
ベ
ル
トA

lb
ert 

（1799–1874

） 

に
送
っ
た
何
通
も
の
書
簡
の
転
載

な
ど
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
家
族
の
情
報
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
に
焦
点
を
当
て
た
記
述
が
始
ま
る
の
は
、
本
文
全

一
二
九
ペ
ー
ジ
中
、
半
分
以
上
過
ぎ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
通
っ
た
学
校
の
記
録
書
類
や
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
が
演
奏

さ
れ
た
演
奏
会
の
チ
ラ
シ
な
ど
が
転
写
さ
れ
、
二
十
一
歳
ま
で
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
き
手
不
明
の
後
書
き
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
は
、
い
つ
か
あ
る
日
に
、
彼
女
が
こ
の
仕
事
の
た
め
に
用
意

し
た
重
要
で
興
味
深
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
…
…
公
衆
に
開
か
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
は
マ
テ
ィ
ソ
ン
に
よ
る
天
に
眠
る
者
た
ち

へ
の
純
粋
で
美
し
い
言
葉
で
、
こ
の
本
を
締
め
く
く
る
と
し
よ
う
。

「
苦
痛
と
迷
い
か
ら
解
放
さ
れ
、
君
は
安
ら
か
に
眠
るV

o
n
 

Sch
m

erz u
n
d
 W

ah
n
 gesch

ied
en

 / D
u
 sch

läfst in
 R

u
h

」⒃

お
わ
り
に

　

バ
レ
ル
は
、
そ
の
執
念
と
も
言
え
る
力
で
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
関
す
る
資
料

を
収
集
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
特
に
失
わ
れ
が
ち
な
初
期
の
書
簡
や
自

筆
原
稿
な
ど
の
一
次
資
料
の
散
逸
は
か
な
り
の
部
分
で
免
れ
る
こ
と
が
で

き
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
初
期
作
品
の
み
な
ら

ず
、《
リ
エ
ン
ツ
ィ
》、《
さ
ま
よ
え
る
オ
ラ
ン
ダ
人
》、《
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
》、

《
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
》、
そ
し
て
《
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン

ガ
ー
》
な
ど
、
重
要
な
作
品
の
手
稿
資
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

点
に
お
い
て
も
バ
レ
ル
は
後
世
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
研
究
に
大
き
な
功
績
を
残

し
た
と
言
え
る
。

　

一
方
で
、
バ
レ
ル
の
執
筆
し
た
伝
記
は
明
ら
か
に
異
色
で
あ
る
。
歴
史

記
述
に
書
き
手
の
意
思
が
少
な
か
ら
ず
介
在
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
そ

れ
で
も
執
筆
者
た
ち
は
可
能
な
限
り
そ
れ
を
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
も
の
だ

が
、
バ
レ
ル
に
よ
る
伝
記
は
思
い
入
れ
の
強
さ
の
あ
ま
り
主
観
が
前
面
に

押
し
出
さ
れ
、
執
筆
者
の
一
人
称
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
と
そ
の
祖
先
や
家
族
（
コ
ジ
マ
以
前
）
へ
の
畏
敬
、
そ
し
て

コ
ジ
マ
以
降
に
対
す
る
批
判
を
ど
こ
か
感
じ
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い
。　

　

こ
の
た
め
、
そ
の
内
容
を
歴
史
史
料
と
し
て
の
価
値
基
準
で
考
え
る
な

ら
ば
、
こ
の
伝
記
は
十
分
な
批
判
的
視
線
を
持
っ
て
読
み
進
め
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
伝
記
の
執
筆
者
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
取
り
巻

く
多
く
の
人
物
と
接
触
し
、
膨
大
な
数
の
一
次
資
料
を
手
に
し
た
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
の
前
提
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
伝
記
が
ひ
と

つ
の
研
究
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
性
が
高
い
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
だ

ろ
う
。
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